
No 資料名 頁 タイトル 質問内容 回答

1 実施方針 7 民間事業者への支払

運営業務委託費の内、固定費に含まれる人件費、維持補修費は、定期昇給
により、またプラント、建築設備は経年劣化により運営初期より中期、後
半に向けて右肩上がりに上昇します。そのため、市様から、運営事業者へ
支払われる運営業務委託費は、運営期間中、平準化するのではなく、各年
度変動してお支払いいただきたく、よろしくお願いいたします。

ご意見として参考にいたします。

2 実施方針 7 民間事業者への支払

本事業の目的である民間事業者の技術的能力を発揮し、西尾市様に評価い
ただく技術提案をするため、また地元貢献が求められており、十分な地元
貢献に関する提案をさせていただくために、定量化限度額の設定を要望し
ます。また併せて、定量限度額については、公告時に公表いただきたくご
検討お願いします。

ご意見として参考にいたします。
入札公告時に公表する入札説明書等をご確認ください。

3 実施方針 7 民間事業者への支払

運営業務のうち副生成物運搬業務に係る対価について、市様から運営事業
者に支払うことになっていますが、この場合の運営事業者とは、実際の運
搬業務を行う企業と理解してよろしいでしょうか。運営事業者がＳＰＣ若
しくはプラントメーカーを指している場合は、実際の運搬業務は運搬企業
が行っているため、市様から直接運搬企業へお支払いいただきたく、よろ
しくお願いいたします。

ご意見として参考にいたします。
入札公告時に公表する入札説明書等をご確認ください。

4 実施方針 7 民間事業者への支払

運営業務のうち副生成物資源化業務に係る対価について、市様から運営事
業者に支払うことになっていますが、この場合の運営事業者とは、実際の
資源化業務を行う企業と理解してよろしいでしょうか。運営事業者がＳＰ
Ｃ若しくはプラントメーカーを指している場合は、実際の資源化業務は資
源化企業が行っているため、市様から直接資源化企業へお支払いいただき
たく、よろしくお願いいたします。

ご意見として参考にいたします。
入札公告時に公表する入札説明書等をご確認ください。

5 実施方針 7 余熱利用計画
「売電収入は本市に帰属するものとするが、～」とありますが、運営事業
者の努力により売電収入が計画より増加した際の運営事業者へのインセン
ティブはございますでしょうか。

入札公告時に公表する入札説明書等をご確認ください。

6 実施方針 7 売電収入
「売電収入は、本市に帰属」とありますが、当初計画量より発電量が増加
した際のインセンティブはありますでしょうか。

質問回答No.5をご参照ください。

広域ごみ処理施設整備・運営事業　実施方針等に関する意見又は質問への回答
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7 実施方針 7 貴市が行う業務
余剰電力の売却は貴市が行うものであり、売却先の選定も貴市が行うもの
として、民間事業者からの提案は求めないとの理解でよろしいでしょう
か。

ご理解のとおりです。

8 実施方針 8
焼却主灰の資源化につ
いて

「事業者が採用するごみ処理方式によっては、排出される焼却主灰の一部
を岡崎市中央クリーンセンターで溶融処理する提案を妨げるものではな
い。」とありますが、岡崎市中央クリーンセンターでの受入に関する次の
条件についてご教示いただけますでしょうか。
①受入可能量（年間総受入量ならびに月別等の変動制約）
②受入単価
③受入期間
④性状に関する遵守条件（含水率・溶出基準・粒度等）
⑤広域ごみ処理施設試運転期間中の受入可否

●受入可能期間について
⇒岡崎市中央クリーンセンターの稼働期間を想定しています。
（令和９年度から基幹的設備改良事業を実施することを計画しており、こ
れにより15年程延命化を図る予定です。）

●受入可能量について
⇒本件施設は、岡崎市八帖クリーンセンターの代替施設としての位置付け
であること、及び今後の人口減少、処理するごみの量を総合的に勘案して
主灰の受入量の検証をしています。現時点では、具体的な受入可能量をお
示しすることは困難です。

●受入単価について
⇒現時点で具体的な受入単価をお示しすることは困難です。
参考までに、直近５カ年の焼却処理は約26,000円/ｔ～約31,000円/ｔ程度
となっています。
　※　基幹的設備改良事業を予定しており、事業後は、処理単価に減価償
却分として加味する可能性があります。

●運搬車両の仕様条件について
⇒ダンプアップで灰ピットに投入できること。10ｔ車（長さ８ｍ）

●性状に関する遵守条件（含水率・溶出基準・粒度等）について
⇒含水率：30％以内
溶出基準：基準はないが、分析結果を添付すること。またキレートは添加
しないこと。
粒度等：最大で握りこぶし程度

●広域ごみ処理施設試運転期間中の受入可否について
⇒試運転期間中の受入可否は、関係市町間の協議が必要と考えますので、
現時点で受入可否はお答えできかねます。

●運搬の所掌について
⇒岡崎市中央クリーンセンターへの運搬は、事業者の所掌となります。

9 実施方針 8 焼却主灰の資源化

岡崎市中央クリーンセンターでの溶融処理について、以下の点をご教示く
ださい。
➀搬出できる年間主灰量の上限
②搬出時期の制限の有無
③運搬車両の仕様条件ございましたらご教示ください。
④入札時に処理単価（円/ｔ）、運搬単価（円/ｔ）を見込む必要があるの
でしょうか。あるならば各単価をご教示ください。

質問回答No.8をご参照ください。
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10 実施方針 8 焼却主灰の資源化
岡崎市中央クリーンセンターで溶融処理の提案を行う場合、受入可能期
間、受入可能量、受入単価、運搬業務の所掌等についてご教示をお願い致
します。

質問回答No.8をご参照ください。

11 実施方針 8 焼却主灰の資源化

「事業者が採用するごみ処理方式によっては、排出される焼却主灰の一部
を岡崎市中央クリーンセンターで溶融処理する提案を妨げるものではな
い。」とありますが、当該提案をした場合における岡崎市中央クリーンセ
ンターへの焼却主灰の運搬業務は事業者所掌と理解してよろしいでしょう
か。

質問回答No.8をご参照ください。

12 実施方針 10 募集及び選定の手順

「⑤入札公告及び入札説明書等の公表」から「⑥第１回入札説明書等に関
する質問受付期限」までの期間が短いように見受けられます。入札参加資
格審査書類に関する質問とその他の質問とで受付期限を分け、前者の受付
期限を12月中旬とし、後者については猶予をいただけないでしょうか。

ご意見として参考にいたします。
入札公告時に公表する入札説明書等をご確認ください。

13 実施方針 10
第1回入札説明書等に関
する質問受付期限

第1回入札説明書等に関する質問受付期限（令和6年12月中旬）について、
入札公告時に公表された書類を確認するには短納期であると考えますの
で、期限の延長（令和6年12月下旬）をご検討いただけないでしょうか。

質問回答No.12をご参照ください。

14 実施方針 10 募集及び選定の手順

対面的対話や質問回答公表と、事業提案書提出の間が短いため、対話や質
問回答の結果を十分に提案内容に反映させる事ができないことから、「⑪
対面的対話」「⑫第2回入札説明書等に関する質問受付期限」「⑬第2回入
札説明書等に関する質問回答の公表」を２～３週間程度前倒ししていただ
けないでしょうか。

ご意見として参考にいたします。
入札公告時に公表する入札説明書等をご確認ください。

15 実施方針 10
入札公告及び入札説明
書等の公表

入札公告及び入札説明書等の公表時に本事業の予定価格についても公表さ
れると理解してよろしいでしょうか。

入札公告時に公表する入札説明書等をご確認ください。
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16 実施方針 10
入札参加資格審査書類
受付

入札参加資格審査書類受付（令和7年2月上旬）について、副生成物の資源
化及び運搬業務を担当する企業は、入札公告後の要求水準書など各種要件
を確認したうえで、西尾市様にとって最適なご提案を検討してまいりま
す。そのため提案事項と調整が必要となることから、本業務に関する構成
企業の開示については、提案書提出時（令和7年6月下旬）とさせていただ
けないでしょうか。

少なくとも１社は、参加資格要件を満たすことができる書類の提出を求め
ます。

17 実施方針 10
入札参加資格審査書類
受付

入札参加資格審査申請で資格要件を証明する各種証憑等については、入札
公告時に提示していただけるとの理解でよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

18 実施方針 12 著作権

「公表、展示その他本事業に関して必要と認める範囲において、本市は、
これを無償で使用することでできる」とありますが、提出書類の著作権
は、当該書類を提出した応募者に帰属するものとありますので、公表等を
行う対象物は事前にご教示頂けると理解してよろしいでしょうか。

入札公告時に公表する入札説明書等をご確認ください。

19 実施方針 13 応募者の構成等

「また、本市に本社を置く地元企業を…。なお地元企業が行う業務は限定
しない」と記載があります。本業務に実質的な関わり合いが少ない（業務
内容が少ない）企業を構成企業に加えた場合、当該地元企業の負担が大き
くなることや基本協定書等における違約金の負担等を危惧しています。従
いまして、構成企業として加わる企業は主体的に本事業に関与する者であ
るべきであるため、具体的な業務内容等をご指定頂くことは可能でしょう
か。
（例　土木建築工事の１次下請けで採用する企業）

ご意見として参考にいたします。
入札公告時に公表する入札説明書等をご確認ください。

20 実施方針 13 応募者の構成等

「また、本市に本社を置く地元企業を、１者以上含むこと。なお、地元企
業が行う業務は限定しない。」とありますが、当該企業を構成員または協
力企業として企業グループに含める必要がある、という理解でよろしいで
しょうか。

本市に本社を置く地元企業を構成企業として企業グループに含めてくださ
い。

21 実施方針 15 各業務を行う者の要件

入札参加資格審査書類にて、各業務を行う者が要件を満たしていることを
証明する書類を提出する必要があると理解しています。各要件を証明する
具体的な資料例の一覧を明記していただけないでしょうか（例：契約書の
写し、パンフレット等）。

ご意見として参考にいたします。
入札公告時に公表する入札説明書等をご確認ください。
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22 実施方針 15 各業務を行う者の要件

「本件施設のプラントの設計・建設を行う者」が元請となり、「本件施設
の建築物等の設計・建設を行う者」が一次下請となるケース、両者がJVを
組成するケース、どちらのケースも可能と理解してよろしいでしょうか。
またJVを組成する場合は乙型・甲型のご指定はないと理解してよろしいで
しょうか。

ご理解のとおりです。

23 実施方針 15 各業務を行う者の要件

（ｱ）本件施設の建築物等の設計・建設と(ｲ）本件施設のプラントの設計・
建設の主たる業務を行う1者は同一企業であってはならないとの記載がござ
いますが、主たる業務を実施する者の参画形態は異業種ＪＶ（乙型）にこ
だわるものではなく、下請けの形態であっても、入札参加資格審査書類に
て、(ｱ）本件施設の建築物等の設計・建設を行う者と(ｲ）本件施設のプラ
ントの設計・建設を行う者にて、別々の企業を登録すれば良いと理解して
よろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

24 実施方針 15
本件施設の建築物等の
設計・建設を行う者の
要件

建設業務を行う者の内、少なくとも1者は、2市1町内に本社がある企業との
ことですが、参画形態についてはＪＶにこだわるものではなく、下請けの
立場でも良いと理解してよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

25 実施方針 15
本件施設のプラントの
設計・建設を行う者の
要件

本事業は民間事業者の業務範囲の中に副生成物の運搬及資源化業務が含ま
れておりますが、近年は資源化企業の受入余力が減少していることや、運
送ドライバーの働き方改革などの要因で、同種事業における事業期間中の
資源化企業の確保が難しくなっております。副生成物の資源化契約は運営
事業者との3者契約が添付資料3で例示されていることから、運営事業者と
なる本件施設の運営を行う者の要件に、資源化業務が民間事業者(SPCでの
受託含む)の所掌であるDBO事業の受託実績要件を追加することを望みま
す。ご検討のほどお願い申し上げます。

実施方針に記載のとおりとします。

26 実施方針 15
本件施設のプラントの
設計・建設を行う者の
要件

③の実績要件（竣工実績）については、複数件必要と理解してよろしいで
しょうか。

本件施設のプラントの設計・建設を行う者の要件として定めている実績要
件について、件数の規定は設けておりません。

27 実施方針 15
副生成物の資源化を行
う者の要件

入札参加資格の登録について、指定される登録業種がございましたらご教
示ください。

あいち電子調達共同システム（物品等）にて、本市の入札参加資格（（業
務３）役務の提供等（営業種目）建物等各種施設管理（取扱内容）一般廃
棄物処理（処分））の登録がされた者とします。
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28 実施方針 16
本件施設の建築物等の
設計・建設を行う者の
要件

「・・・一級建築士事務所登録の登録を行っていること。なお、担当する
有資格者は・・・」と記載がありますが、有資格とは具体的にはどのよう
な資格を想定されているかご教示頂けないでしょうか。

ご質問の入札参加資格要件については、「なお、担当する有資格者は、企
業が直接かつ連続して３か月以上雇用している者でなければならない。」
という一文を削除します。
詳細は、入札公告時に公表する入札説明書等をご確認ください。

29 実施方針 16
本件施設のプラントの
設計・建設を行う者の
要件

「監理技術者を専任で配置」とありますが、現地に常駐するのはプラント
工事着工時からと理解してよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

30 実施方針 16
本件施設の運営業務を
行う者の要件

プラントメーカーは運転業務をグループ会社に委託しているケースが多
く、１社で全ての条件を満たすことは困難なため、プラントメーカーと運
転会社により、①～④の要件を満たす要件に変更頂けないでしょうか。

複数企業で①～④の要件を満たす要件に変更します。
詳細は、入札公告時に公表する入札説明書をご確認ください。

31 実施方針 16
本件施設の運営業務を
行う者の要件

「①本市の入札参加資格の登録がされた者であること。」とありますが、
登録すべき業種に指定がございましたらご教示ください。

あいち電子調達共同システム（物品等）にて、本市の入札参加資格（「物
品・その他委託」のうち実施する業務に適合するもの）の登録がされた者
とします。

32 実施方針 16
本件施設の運営業務を
行う者の要件

入札参加資格の登録について、指定される登録業種がございましたらご教
示ください。

質問回答No.31をご参照ください。

33 実施方針 16
本件施設の運営業務を
行う者の要件

「廃棄物処理施設技術管理者（ごみ処理施設）の資格を有し、ボイラ・
タービン式発電設備を設置した連続運転式一般廃棄物処理施設（第２章
１．（６）に規定する処理方式に限る。）で、266t/日以上かつ構成が複数
炉の施設（１年以上の稼動及び１系列当たり90日間以上の連続運転実績を
有する施設に限る。）の現場総括責任者（施設の円滑な運転管理、維持管
理等の総括的な責任を担う者）としての経験を有する技術者を本事業の現
場総括責任者として運営開始後２年間以上配置できること。」とあります
が、応募する処理方式の施設において現場総括責任者の経験を有する技術
者を配置する必要がある、との理解でよろしいでしょうか。

実施方針に記載のとおりとします。
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No 資料名 頁 タイトル 質問内容 回答

広域ごみ処理施設整備・運営事業　実施方針等に関する意見又は質問への回答

34 実施方針 16
本件施設の運営業務を
行う者の要件

「本件施設の運営に当たり、事業者の責務を達成するために必要な資格者
を配置できること。」とありますが、具体的にはどのような資格者を想定
されているかご教示いただけないでしょうか。

主に「要求水準書（案）第Ⅱ編　運営業務編」P11、表2-1必要資格（参
考）に示す資格を指しますが、提案内容に合わせて必要な有資格者の配置
をお願いします。

35 実施方針 16
本件施設の運営業務を
行う者の要件

運営業務を運転管理業務と維持管理業務に分けて、複数の者で参加する場
合、➀は運転管理業務を行う者と維持管理業務を行う者の両者が満足、②
は運転管理業務を行う者が満足、③④は運転管理業務又は維持管理業務を
行う１者が満足すれば良いと理解してよろしいでしょうか。

質問回答No.30をご参照ください。

36 実施方針 16
本件施設の運営業務を
行う者の要件

運転実績の期間は1年間以上と理解してよろしいでしょうか。 ご理解のとおりです。

37 実施方針 16
副生成物の運搬を行う
者の要件

入札参加資格の登録について、指定される登録業種がございましたらご教
示ください。

あいち電子調達共同システム（物品等）にて、本市の入札参加資格（（業
務３）役務の提供等（営業種目）建物等各種施設管理（取扱内容）一般廃
棄物処理（収集・運搬））の登録がされた者とします。

38 実施方針 16
副生成物の運搬を行う
者の要件

「①本市の入札参加資格の登録がされた者であること。」とありますが、
登録すべき業種に指定がございましたらご教示ください。

質問回答No.37をご参照ください。

39 実施方針 16
副生成物の資源化を行
う者の要件

「①本市の入札参加資格の登録がされた者であること。」とありますが、
登録すべき業種に指定がございましたらご教示ください。

質問回答No.27をご参照ください。
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No 資料名 頁 タイトル 質問内容 回答

広域ごみ処理施設整備・運営事業　実施方針等に関する意見又は質問への回答

40 実施方針 16
副生成物の資源化を行
う者の要件

「提案する副生成物の資源化等施設において、副生成物資源化業務を実施
するための必要な許認可を取得していること。」とありますが、当該許認
可とは一般廃棄物処理施設設置許可を指すと理解してよろしいでしょう
か。

ご理解のとおりです。

41 実施方針 17 参加資格の確認

入札参加資格の申請から登録完了までどの程度期間を要するのか事業者側
では判断できないため、入札参加資格審査書類受付までに入札参加資格が
申請済みであれば、後日登録完了を示すことを条件に当該要件を満たすも
のとしてお認めいただけないでしょうか。

実施方針に記載のとおりとします。

42 実施方針 17 参加資格の確認

「落札者決定日までの間に応募者の構成企業が入札参加資格要件を欠いた
場合、本市は当該応募者を落札者決定のための審査対象から除外する。」
とありますが、当該条件に加えて、「平成29年９月27日　環境会発第
1709272号　特定建設工事共同企業体の構成員の一部が指名停止を受けた場
合の取扱いについて」に準じ以下の条件を追加いただくことをお認め頂け
ないでしょうか。
「ただし、当該残存企業のみで本入札説明書に定める入札参加者の参加資
格要件を満たしている場合は、参加資格を喪失しなかった企業のみで入札
参加者の再構成を本市に申請し、入札提案書類の提出日までに本市が認め
た場合は、引き続き有効とする（この場合における参加資格確認基準日
は、入札参加者の再構成を本市に提出した日とする。）。ただし、代表企
業が参加資格を喪失した場合は、当該入札参加者の参加資格を取り消すも
のとする。」

ご意見として参考にいたします。
入札公告時に公表する入札説明書をご確認ください。

43 実施方針 18 特別目的会社の設立 工場棟（管理諸室）に特別目的会社の本店を置くことは可能でしょうか。 本件施設への特別目的会社の本店の設置は不可とします。

44 実施方針 19 地域への貢献
「本市での雇用促進の配慮」について、最大限配慮を致しますが、昨今の
人手不足からも地元雇用の対象者は2市1町に在住の方という定義付けにし
て頂けないでしょうか。

実施方針に記載のとおりとします。
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No 資料名 頁 タイトル 質問内容 回答

広域ごみ処理施設整備・運営事業　実施方針等に関する意見又は質問への回答

45
実施方針　添付資

料-２
事業範囲

焼却主灰の資源化が民間事業者の業務範囲に含まれていますが、現状では
資源化企業の受入余力が減少しており、２０年間の長期契約が困難になっ
ています。市様の業務範囲としていただき、資源化企業との単年度契約若
しくは数年間の短期契約としていただけないでしょうか。ご検討の程よろ
しくお願いいたします。

ご意見として参考にいたします。
入札公告時に公表する入札説明書等をご確認ください。

46
実施方針　添付資

料-２
業務範囲

西尾市様の業務範囲である焼却飛灰、溶融飛灰の最終処分について、想定
されている処分先をご教示ください。

西尾市平原地区一般廃棄物最終処分場等を想定しています。

47 実施方針
添付
資料
-4

リスク分担（案）
運営段階における土壌汚染とは、具体的にどのようなものを想定されてい
るか、ご教示頂けないでしょうか。

事業者の設計・建設業務や運営業務に起因して発生した土壌汚染を想定し
ています。

48 実施方針
添付
資料

不可抗力リスク
建設期間中の自然災害等による不可抗力発生時においても、工期や事業者
の費用増加等についてご協議いただけるものと理解してよろしいでしょう
か。

ご理解のとおりです。
詳細は入札公告時に公表する入札説明書等をご参照ください。

49
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
1 全体スケジュール

貴市が令和8年度まで実施する鉄塔移設工事が広域ごみ処理施設建設工事期
間と被っていますが、事業実施区域上空を通っている電線の有無は杭打機
や大型重機の配置制限に関わります。現時点での鉄塔移設工程があればご
教示ください。

送電線の撤去工事は、以下の日程で実施する予定です。
令和８年10月20日～10月30日
令和８年11月10日～11月20日

50
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
1 全体スケジュール

貴市が令和8年度まで実施する鉄塔移設工事が広域ごみ処理施設建設工事期
間と被っていますが、事業実施区域上空を通っている電線の撤去等に伴う
広域ごみ処理施設建設工事への影響(電線撤去時の工事一時中断・立入禁止
等)はないものと考えてよろしいでしょうか。想定している影響があればお
およその期間も含めてご教示ください。

質問回答No.49をご参照ください。
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No 資料名 頁 タイトル 質問内容 回答

広域ごみ処理施設整備・運営事業　実施方針等に関する意見又は質問への回答

51
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
1 鉄塔移設工事

西尾市様で行う「鉄塔移設工事」が記されていますが、具体的にどの鉄塔
をどの位置に移設されるのか、工事の詳細をご教示頂けないでしょうか。

敷地北東部にある鉄塔にかわる鉄塔を別の場所に新設し、新設した鉄塔か
ら、敷地北東部にある鉄塔へ引込む計画としております。これにより、事
業実施区域上空を通っている電線は無くなる予定です。

52
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
4 全体計画

「また、リサイクル棟、ホワイトウェイブ 21 の熱源として温水を供給す
ること。」とありますが、各施設の供給日と供給時間をご教示願います。
また定期点検などで停止期間があれば、その期間についてもご教示願いま
す。

リサイクル棟は、365日×24時間必要です。既設は、炉の運転がないとき
は、予備ボイラーで供給可能としております。ホワイトウェイブ21につい
ては、温水プールの昇温と空調（冷房を含む）の熱源供給に利用していま
す。プール営業中は、営業前の立ち上げ期間を含め24時間必要です。高温
水の停止期間としては、5月のプール換水（3日間）、9月の年次点検（4日
間）、年末年始（7日間）は熱源供給を停止しています。

53
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
4 工事計画

「令和7年度に予定している管理棟等の解体工事」とありますが、造成計画
を行うため、貴市で解体を予定されている各建物範囲の解体後の地盤レベ
ルをご教示ください。

現況のアスファルト舗装を撤去した地盤レベルを想定しています。

54
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
5 工事計画

令和7年度に貴市所掌で予定している管理棟等の解体工事について、工事利
用可能区域(先行工事エリア)には門扉やフェンス含め残置されるものはな
いと考えてよろしいでしょうか。事業者所掌にて撤去が必要なものがあれ
ばご教示ください。

ご理解のとおりです。

55
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
5 工事計画

令和7年度に貴市所掌で予定している管理棟等の解体工事について、工事利
用可能区域(追加工事エリア)のアスファルト等撤去も解体工事に含むと考
えてよろしいでしょうか。

追加工事エリアについては、管理棟等の解体工事中にもペットボトル成型
品等の資材置場として使用するため、アスファルト舗装の撤去は行いませ
ん。

56
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
4 工事計画

「掘削については、土壌調査を実施した範囲外は認めない」とあります
が、万一、土壌調査を実施した範囲外について掘削を行う場合は、事業者
にて調査を実施することにより、掘削が可能と考えてよろしいでしょう
か。

ご理解のとおりですが、愛知県への届出や協議等も含めて建設事業者の所
掌とご理解ください。
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広域ごみ処理施設整備・運営事業　実施方針等に関する意見又は質問への回答

57
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
4 工事計画

土壌汚染状況詳細調査実施のご指定がありませんが、土壌汚染対策法第４
条第１項に基づく届出後、調査命令は出ないものと考えてよろしいでしょ
うか。

土壌汚染対策法第４条第１項に基づく届出は、本市が事前に実施する予定
であり、調査命令は出ないものと考えております。質問回答No.56もご参照
ください。

58
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
7 用水

工業用水の契約上の最低使用量単位が4m3/h(96m3/日)とありますが、使用
量の上限はありますでしょうか。あれば上限使用量をご教示ください。

使用量の上限は、工業用水を所管する愛知県との協議によるものとなりま
す。なお、愛知県HPでは「上限については特に定めておりませんが、工業
用水本管の口径や給水先の地盤高などにも影響を受けるため、給水場所に
よって給水可能水量の上限は異なってきます。」とされています。

59
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
8 液体燃料の備蓄量

「液体燃料を採用する場合には、灯油とすること」とありますが、本件施
設の立ち上げ、何回分相当の燃料備蓄を想定していますでしょうか。

要求水準書（案）第Ⅰ編（設計・建設業務編）ｐ59　「８停電対策」に記
載のとおり、商用電源が遮断した場合でも、本件施設を安全に停止し、1炉
立ち上げることで自立運転が可能な施設を要求しています。安全に停止す
るための助燃及び1炉立上のための助燃にも燃料を使用することになるた
め、一概に何回分相当の燃料備蓄という回答は困難です。

60
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
9 計画ごみ処理量

操炉計画の立案等に必要となりますので、月別、曜日別のごみ搬入量変動
係数が判る資料をご教示ください。

入札公告時に過年度の月別、曜日別のごみ搬入量実績がわかる資料を要求
水準書添付資料として追加いたします。入札公告時に公表する入札説明書
等をご確認ください。

61
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
10 計画ごみ質

表1-4の計画ごみ質は可燃ごみだけでなく可燃性粗大ごみ、リサイクル棟及
び廃プラスチック減容処理施設処理残渣、浄化槽汚泥を含むものと理解し
てよろしいでしょうか。また、災害廃棄物についても計画ごみ質をご指定
いただけないでしょうか。

表1-4の計画ごみ質は、可燃ごみだけでなく可燃性粗大ごみ、リサイクル棟
及び廃プラスチック減容処理施設処理残渣、浄化槽汚泥を含めて推計した
ものです。
災害廃棄物については、災害により処理する廃棄物の性状も異なり、また
その廃棄物の性状は一様ではないことが予想されるため、提示はできませ
ん。

62
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
11 搬入車両

（ア）直営・委託収集車両は「4tクラスのパッカー主体」とありますが、
ランプウェイ・プラットホームの動線計画のため、想定される最大の車両
サイズをご教示いただけないでしょうか。

4ｔクラスパッカー車主体の最大車両サイズは（Ｌ）7.48ｍ×（Ｗ）2.30ｍ
×（Ｈ）2.79ｍ（最大積載量5.7ｔ）です。
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63
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
13 設備方式

可燃性粗大ごみ受入ヤード（19t 以上）とありますが、同資料64頁に記載
の3可燃性粗大ごみ 貯留ヤード（9.5t以上）と同じヤードという認識でよ
ろしいでしょうか。その場合、貯留重量をご教示願います。

可燃性粗大ごみ受入ヤードは、19t以上としてください。
要求水準書（案）第Ⅰ編（設計・建設業務編）ｐ64の３可燃性粗大ごみ
貯留ヤードは同一のものを指しており、記載を修正します。

64
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
15 余熱利用計画

リサイクル棟及び廃プラスチック処理施設の電源供給場所についてご教示
願います。また、ホワイトウェイブ21含め、それぞれの送電電圧もご教示
ください。

入札公告時にリサイクル棟及び廃プラスチック減容処理施設の電源供給場
所がわかる資料を要求水準書添付資料として追加いたします。入札公告時
に公表する入札説明書等をご確認ください。また、ホワイトウェイブ21へ
の送電電圧は6,600Vです。

65
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
15 余熱利用計画

リサイクル棟、廃プラスチック減容処理施設及びホワイトウェイブ21に自
営線供給するとあり、年間送電量は添付資料24に示されております。各施
設の見込み消費電力はH30年度～R4年度の平均で、以下の数値を見込んだ上
で、売電電力量を算出するとの理解でよろしいでしょうか。
リサイクル棟：459,430kWh/年
廃プラスチック減容処理施設：33,760kWh/年
ホワイトウェイブ21：1,897,050kWh/年

ご理解のとおりです。

66
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
15 余熱利用計画

「電力は、・・(中略)・・、リサイクル棟、廃プラスチック減容処理施設
及びホワイトウェイブ２１に自営線供給すること。」とあります。これら
すべて、電気事業法上の特定供給の許可が必要ということでしょうか。

特定供給の許可は不要であり、自家発自家消費の扱いとなります。

67
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
15 余熱利用計画

「電力は、・・(中略)・・、リサイクル棟、廃プラスチック減容処理施設
及びホワイトウェイブ２１に自営線供給すること。」とあります。各施設
へは高圧系統１回線の送電でよろしいでしょうか。（常用電源、非常用電
源を区分した２回線送電とする必要がありますか。）

ご理解のとおりです。

68
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
15 余熱利用計画

「電力は、・・(中略)・・、リサイクル棟、廃プラスチック減容処理施設
及びホワイトウェイブ２１に自営線供給すること。」とあります。送電計
画のために、既存の焼却施設を含め、各施設の単線結線図をご提示いただ
けないでしょうか。

入札公告時に各施設の単線結線図を要求水準書添付資料として追加いたし
ます。入札公告時に公表する入札説明書等をご確認ください。
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69
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
16 余熱利用計画

「また、電気利用以外に熱エネルギーとして、リサイクル棟、ホワイト
ウェイブ 21 に温水供給を行うこと。」とあり、最大流量の参考値が提示
されていますが、各施設のエネルギー供給量について以下ご教示願いま
す。
①リサイクル棟
最大流量が示されておりますが、常用の供給温度、還水温度、流量につい
てご教示ください。
②ホワイトウェイブ21
参考値として、
ア 供給温度  110℃
イ 還水温度  92℃
ウ 最大流量  52ｍ3/ｈ
が示されております。一方でp116　蒸気タービンの特記事項にはホワイト
ウェイブ21への温水供給量は常用3.5GJ/h、最大12.6GJ/hとすること、と記
載されています。p16は参考値のため、最大供給熱量は12.6GJ/hとの理解で
よろしいでしょうか。その場合の供給温度、還水温度、流量についてご教
示ください。
また、ホワイトウェイブ21施設が開所しているときは、常時3.5GJ/hの温水
供給を行うとの理解でよろしいでしょうか。そのときの供給温度、還水温
度、流量についてご教示ください。

リサイクル棟への常用の供給温度、還水温度、流量のデータはありませ
ん。なおリサイクル棟には本件施設が全炉停止中にも温水供給する必要が
あるため、その前提の設備を設けてください。
ホワイトウェイブ21への温水供給について、最大供給熱量は12.6GJ/hとお
考え下さい。その場合の供給温度は130℃、還水温度は70℃、流量は

53.5m
3
/hとなります。

ホワイトウェイブ21が開所している際の供給熱量は、季節変動等があるた
め、常時3.5GJ/hとはなりません。

70
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
27 地震対策

「アンカーボルトの引き抜き試験を実施すること。」とありますが、引抜
試験を実施するアンカーボルトは事業者側にて選定するとの理解でよろし
いでしょうか。発注者側で選定する場合、引抜試験を必要とするアンカー
ボルトを具体的にご指示願います。
また、引抜試験結果は書類にて提出との理解でよろしいでしょうか。

引抜試験を実施するアンカーボルトは事業者側にて選定してください。選
定の考え方を提示いただき、本市と協議のうえで選定するアンカーボルト
を決定することとします。引抜試験結果は書類にて提出をお願いします。

71
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
32 施工監理用事務所

施工監理用事務所は建設事業者の現場事務所と別室ですが合棟としてよろ
しいでしょうか。
また施工監理用事務所の広さについては協議いただけますでしょうか。

合棟として構いません。
施工監理用事務所の広さは、要求水準書に記載のとおりとします。

72
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
33 仮設物の設置場所

「仮設駐車場を除く仮設物の建設場所は、原則として事業実施区域内」と
ありますが、添付資料-22「工事用車両等利用可能区域」で貸与いただける
と記載いただいた調整池のうち、調整池の容量に考慮したうえで南側の
No23-48のエリアに仮設構台を設置させていただき仮設事務所等を設置する
ことは、貴市と協議の上可能でしょうか。

ご理解のとおりです。ただし、降雨時の状況によって調整池に駐車するこ
と等は困難となることも留意ください。
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73
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
34 観測井 観測井の設置場所と数量は建設事業者の判断でよろしいでしょうか。 ご理解のとおりです。

74
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
35 環境調査

騒音・振動・粉じんの調査は敷地境界4箇所と考えてよろしいでしょうか。
またリアルタイム表示はその中で事業者側で１箇所を選定するとしてよろ
しいでしょうか。

ご理解のとおりです。

75
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
35 仮設用水、仮設電源等

仮設事務所で使用する上下水道は施設内の本管と接続させていただいても
よろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

76
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
38 使用材料・機器の統一

「電線については原則としてエコケーブル」とありますが、エコケーブル
は、盤間および盤以降の機器間の配線工事への採用とし、電気盤内に関し
ましては特に電線種別の指定は無いという理解でよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

77
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
39 試運転

試運転期間中も計量棟以降の敷地内の誘導及び案内は民間事業者の所掌と
考えて宜しいでしょうか。

ご理解のとおりです。

78
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
39 試運転

「ごみの搬入を現焼却棟等から広域ごみ処理施設へ全量切り替えできるこ
とができるように調整を行うこと」とありますが、岡崎市及び幸田町の可
燃ごみは含まれていないと考えて宜しいでしょうか。

現時点で、試運転中の全量切替えに伴い、岡崎市及び幸田町の可燃ごみを
搬入するかどうかは決定しておりません。

79
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
55 歩廊・階段・点検床等

グレーチングは、積載荷重を300㎏/m2としたとき、（たわみ量÷指示間
隔）が1/500以下となっていますが、180㎏/m2としたとき1/300以下として
も宜しいでしょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。
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80
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
56 防露・保温

蒸気系の保温材は、ケイ酸カルシウム又はロックウールとなっていますが
温度の低い箇所はグラスウールを使用しても宜しいでしょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。

81
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
57 配管

表2-1　管材料仕様（参考）の中で、低圧蒸気系統、排気系統の材質が
STPY400となっていますがSS400やSPHCを使用しても宜しいでしょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。

82
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
58 機器構成

「ベルトコンベヤを採用する場合、機側には緊急停止装置(引き綱式等)‥
の安全対策を講じること」とありますが、開放型のコンベヤのことを示
し、密閉型のベルトコンベヤの場合は緊急停止装置は不要としてよろしい
でしょうか。

密閉型のベルトコンベアの場合でも、「非常停止装置」等の安全装置を設
置してください。

83
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
58 運転制御

「設備の運転制御を自動あるいは遠方から操作するものは、原則として手
動で現場操作できること」とありますが、DBOであるため、現場操作盤を設
置対象機器は運営上支障ないことを条件に、事業者提案とさせてくださ
い。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。

84
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
59 断水対策

「上水道が断水した場合でも、ごみ処理が継続できるように、従業者及び
避難者に必要な生活用水（平均使用水量の１日分）を確保すること。」と
ありますが、同資料p.145には「生活用水受水槽の容量は、平均使用水量の
0.5 日分を確保すること。」とあります。１日分が正しいという認識でよ
ろしいでしょうか。

上水道が断水した場合、従業者の生活用水は事業者が確保するものとし、
必要水量は貴社の提案とします。なお、避難者用の生活用水は本市が別途
確保するため、事業者が確保する必要はありません。
また、生活用水受水槽の容量は、要求水準書（案）のとおり、平均使用水
量の0.5日分を確保してください。

85
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
61 ごみ計量機

既存のごみ計量機のシステムについて、システム概要、設置機器について
ご教示願います。

入札公告時に既存のごみ計量機の施工承諾図書を要求水準書添付資料とし
て追加いたします。入札公告時に公表する入札説明書等をご確認くださ
い。
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86
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
61 ごみ計量機の浸水対策

「オ　浸水対策を講じ、浸水解消後、直ちに計量機能が発揮できるこ
と。」と記載がありますが、何日間の浸水を想定しておられるでしょう
か。最大限防水に配慮したIP保護等級IP68でも一日以上の浸水時には対応
が困難な場合があります。

前段のご質問については、３日以内の浸水を想定してます。
後段のご質問については、「要求水準書（案）添付資料-25　西尾市洪水ハ
ザードマップ⑥吉良地区」を参考に、提案にて対応お願いします。

87
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
61 特記事項

「なおキャッシュレス決済の端末は本市が用意する。」とありますが、
キャッシュレス決済端末への入力は手入力と考えてよろしいでしょうか？
また領収書は端末より出力されると考えてよろしいでしょうか？
キャッシュレス端末と料金精算システムの連携が必要となりますと検証等
必要となりますのでキャッシュレス端末の詳細仕様（型番等）をご教示願
います。

令和７年度からの導入予定のため、現時点ではお答えできません。なお、
計量システムとの連携は現時点では想定しておりません。

88
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
62 ごみ計量機

貴市にて用意いただくキャッシュレス決済の端末について、想定している
メーカ、型式がありましたらご教示願います。

質問回答No.87をご参照ください。

89
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
62 ごみ計量機

車両認識方式はICカードリーダを標準とありますが、省力化、利便性を考
慮しQRコード等他の方式を提案してもよろしいでしょうか。

ご提案を認めます。

90
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
62

プラットホームの有効
幅

プラットホームの有効幅は20mのご指定ですが、「ごみ処理施設整備の計
画・設計要領2017改定版」において「床幅を決定する要素はプラットホー
ム動線であるが、大規模な施設では一方通行式を採用することが望まし
い。必要床幅は使用車両の大きさにより異なるが、通常12m以上」とあるこ
とから、プラットホームの安全面と運用面を考慮したうえで有効幅に関し
ては事業者提案とさせていただけないでしょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。

91
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
63

プラットホーム特記事
項

「各ごみ投入扉付近を監視するカメラを設置し」とありますが、全てのご
み投入扉付近を監視できることを条件に、プラットホームに設置するITVカ
メラと兼用させて頂いてもよろしいでしょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。
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92
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
64 単位体積重量

可燃性粗大ごみ 貯留ヤードの設計における単位体積重量が[]t/m3とありま
すが、令和5年10月に見積用要求水準書で提示された0.1t/m3を使用しても
問題ないでしょうか。問題がある場合は公平性を保つために、数値をご教
示願います。

単位体積重量は、0.1t/㎥を基本としますが、粗破砕等をする場合は貴社提
案とします。

93
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
64 開閉時間

プラットホーム出入口扉は開閉時間[10]秒以内とありますが、車両との接
触回避等の安全面を考慮し、[15]秒以内として提案させていただいても宜
しいでしょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。

94
要求水準書（第Ⅰ
編　設計・建設業

務編）
65

ダンピングボックス用
投入扉

ピット内臭気が漏れないように適切にシールできる構造とすることを条件
に、ダンピングボックス用投入扉の設置は事業者提案とさせていただけな
いでしょうか。それに伴い、傾胴式のご指定であるダンピングボックス形
式についても事業者提案とさせていただけないでしょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。

95
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
65

ごみ投入扉及びダンピ
ングボックス

ごみ投入扉、ダンピングボックスの駆動方法が電動式(VVVF）となっており
ますが、インバータの採用可否については、運営上支障がないことを条件
に事業者提案とさせていただけないでしょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。

96
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
66 ごみピット

「水密RC造」とありますが、水セメント比50％程度の場合、硬化に伴う発
熱量が増加し、ひび割れが生じ易い傾向にありますので、水密性コンク
リートや躯体外部防水の提案をお認めいただけないでしょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。

97
要求水準書（第Ⅰ
編　設計・建設業

務編）
66 ごみピット

容量11,000m
3
以上のご指定はごみ比重0.3t/m

3
と仮定すると施設規模の12日

分程度の容量と想定されます。全休炉日数を最小化する等、事業者が適切
な運転計画を実施することを条件に、他施設同等の施設規模7日分容量とす
ることをご検討いただけないでしょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。
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98
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
66 ごみピット

２段ピットを採用する場合は、以下の設計条件でよろしいでしょうか。
＜奥行寸法＞
受入側：バケット開寸法の1.5倍以上
ごみ投入ホッパ側：バケット開寸法の2.5倍以上

ご提案を認めます。

99
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
69

粗大ごみ切断機
特記事項

「処理対象物の受入最大寸法は幅 2.0ｍ×長 2.0ｍ×高 1.8ｍとするた
め、必要に応じて処理対象物を可燃性粗大ごみ切断機に投入する前に粗破
砕等を行うものとし、そのために必要なスペースを確保し、重機等を納入
すること。」とありますが、想定している幅 2.0ｍ×長 2.0ｍ×高 1.8mの
処理対象物をご教示願います。

家具等を想定しています。

100
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
69

ごみクレーン
特記事項

「電動機については電源回生機能を設けること」とありますが、回生エネ
ルギーを適切に消費できることと理解してよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

101
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
105 空冷式蒸気復水器

「・・・振動が建屋に伝わらない構造とすること。」と記載があります
が、振動を完全に伝播しないようにするためには、復水器は工場棟と別棟
で計画する必要があると考えております。
その場合、工事範囲が狭小なため、建屋配置が困難と考えます。
「・・・振動による建屋への影響を最小限とすること。」といった条件に
見直してもらえないでしょうか。

本特記事項は、蒸気復水器を別棟とすることを要求するものではありませ
ん。

102
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
109 ろ過速度

ろ過式集じん器（バグフィルタ）のろ過速度「1m/min以下」とは計画最大
排ガス量（高質ごみ時）において、ろ過速度1m/min以下を満足するとの理
解でよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

103
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
110

ろ過式集じん器
特記事項

「本装置の余裕率は、計算によって求められる最大ガス量の 20％以上とす
ること。」とは、本体及びろ過材をこの風量時の静圧に十分耐えられるよ
うに設計するとの理解でよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。
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104
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
116 温水供給熱量

「ホワイトウェイブ２１への温水供給量に季節変動があるため、（中略）
常用3.5GJ/h、最大12.6GJ/hとすること。」と記載がありますが、物質収支
等の計算に用いる夏季、中間季、冬季それぞれの供給熱量についてご教示
願います。冬季は12.6GJ/h、それ以外は3.5GJ/hと考えればよろしいでしょ
うか。

最大12.6GJ/hは、現焼却施設からホワイトウェイブ21への熱供給量の設計
値となります。
常用3.5GJ/hは現在の平均的な供給熱量ですが、季節別や時間帯別の詳細な
データは把握していません。

105
要求水準書（第Ⅰ
編　設計・建設業

務編）
121 押込送風機

「計算によって求める最大風量に20％以上の余裕を持たせること。」とあ
りますが、送風機の余裕を過剰設計した場合、通常運転時に効率の悪い低
負荷で運転することによる動力の増加や、将来的にごみ量・ごみ質が低下
した際に適切な燃焼制御が困難になることが考えられます。ごみ質・ごみ
量の変動に対応できる十分な余裕を持たせることを前提に、送風機の余裕
については、事業者提案とさせていただけないでしょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。

106
要求水準書（第Ⅰ
編　設計・建設業

務編）
122 二次送風機

「計算によって求める最大風量に20％以上の余裕を持たせること。」とあ
りますが、送風機の余裕を過剰設計した場合、通常運転時に効率の悪い低
負荷で運転することによる動力の増加や、将来的にごみ量・ごみ質が低下
した際に適切な燃焼制御が困難になることが考えられます。ごみ質・ごみ
量の変動に対応できる十分な余裕を持たせることを前提に、送風機の余裕
については、事業者提案とさせていただけないでしょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。

107
要求水準書（第Ⅰ
編　設計・建設業

務編）
123 誘引送風機

「計算によって求める最大風量に20％以上の余裕を持たせること。」とあ
りますが、送風機の余裕を過剰設計した場合、通常運転時に効率の悪い低
負荷で運転することによる動力の増加や、将来的にごみ量・ごみ質が低下
した際に適切な制御が困難になることが考えられます。ごみ質・ごみ量の
変動に対応できる十分な余裕を持たせることを前提に、送風機の余裕につ
いては、事業者提案とさせていただけないでしょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。

108
要求水準書（第Ⅰ
編　設計・建設業

務編）
124 排ガス循環用送風機

「計算によって求める最大風量に20％以上の余裕を持たせること。」とあ
りますが、送風機の余裕を過剰設計した場合、通常運転時に効率の悪い低
負荷で運転することによる動力の増加や、将来的にごみ量・ごみ質が低下
した際に適切な燃焼制御が困難になることが考えられます。ごみ質・ごみ
量の変動に対応できる十分な余裕を持たせることを前提に、送風機の余裕
については、事業者提案とさせていただけないでしょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。

109
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
129

焼却主灰ピット
特記事項

「焼却主灰汚水沈殿槽及び焼却主灰汚水槽を設けること。」とあります
が、焼却主灰汚水沈殿槽の設置の有無は事業者提案としていただけないで
しょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。
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110
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
130 操作方式

灰クレーンの操作方式は[遠隔手動、半自動]とありますが、一方頁170の第
２章第１５節２計装制御計画(3)自動制御機能　カには、灰・スラグクレー
ン運転制御として、「つかみ量調整、積込み、積替え、その他」とあり、
全自動を求める記載となっているよう見受けられますが、どちらが正で
しょうか。

全自動は求めないため、前段が正となります。

111
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
131

焼却飛灰処理装置　容
量

「最低容量は常時、１炉運転時（基準ごみ）３日分以上とし、 飛灰処理物
バンカと合わせて、常時１炉運転時（基準ごみ） ７日分以上とすること」
とありますが、”常時”空き容量をバンカと合わせて７日分保有するとい
う理解でしょうか。（仮に１回/４日搬出が行われる場合には搬出する４日
分の灰を貯留した上で、空き容量を７日分保有しておく）
その場合、飛灰処理物の搬出頻度をご教示ください。

前段のご質問について、ご理解のとおりです。
後段のご質問について、飛灰処理物の搬出頻度は10ｔ以上貯留された段階
で10ｔ車を手配する予定です。

112
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
132

焼却飛灰処理装置　特
記事項

「ジェットパッカー車等への搬出も可能なシステムを想定し、搬出口を配
置すること。」とありますが、同資料p13⑦副生成物処理設備には記載があ
りません。一方、P.14,15には乾燥状態での搬出について記載があります。
ジェットパッカー車等への搬出口を配置するという認識でよろしいでしょ
うか。

ご理解のとおりです。
入札公告時に公表する要求水準書をご確認ください。

113
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
132

焼却飛灰処理装置　特
記事項

「ジェットパッカー車等への搬出も可能なシステムを想定し、搬出口を配
置すること。」とありますが、要求水準書P12(6)設備方式の表1-6～表1-8
に示される主要設備方式では、ストーカ式焼却方式には乾灰搬出の記載が
ありません。
ストーカ式焼却方式の場合は乾灰搬出は不要と考えてよろしいでしょう
か。

質問回答No.112をご参照ください。

114
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
133 使用薬剤

キレートをご指定ですが、溶出基準を順守できることを条件に、他薬剤使
用の提案をお認め下さい。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。

115
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
134

飛灰処理物バンカ　数
量

飛灰処理物バンカの数量が[２]基以上となっていますが、焼却飛灰貯留槽
と合わせて常時、 １炉運転時（基準ごみ）７日分以上の容積を確保するこ
とを前提に、飛灰処理物バンカについて設置数量を１基とすることをお認
めいただけないでしょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。
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116
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
144 共通事項

「リサイクル棟へプラント用水、給水、冷却水及び消火栓水の４系統の給
水を整備すること。」とありますが、「給水」は生活用水と理解してよろ
しいでしょうか。

ご理解のとおりです。

117
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
144 共通事項

「リサイクル棟へプラント用水、給水、冷却水及び消火栓水の４系統の給
水を整備すること。」とありますが、設計に必要な情報となりますので、
各給水量（最大量及び時間平均使用量）をご提示ください。

各給水量（最大量及び時間平均使用量）については、流量計がないため不
明です。参考として、既設で使用しているポンプ類の仕様は以下のとおり
です。
・給湯設備の給湯量（給湯）　12㎥/ｈ（50℃）×2.0ｋｇ/㎠
・生活用水給水ユニット（給水）　8.7㎥/ｈ×5.0ｋｇ/㎠
・プラント用水給水ユニット（プラント用水）　17㎥/ｈ×4.3ｋｇ/㎠
・機器冷却水ポンプ（冷却水）　4.82㎥/min×4.0ｋｇ/㎠
・屋内消火栓ポンプユニット（消火栓水）　300L/min×50ｍＡｑ
・リサイクル棟プラント用水受水タンク容量　2㎥

118
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
144 共通事項

「注１）工場棟（管理諸室）及び既存施設（リサイクル棟、廃プラスチッ
ク減容処理施設等）の生活用水として給水注２）工場棟及び既存施設（リ
サイクル棟、廃プラスチック減容処理施設等）内のプラント用水として給
水」とありますが、設計に必要な情報となりますので、廃プラスチック減
容処理施設への各給水量（最大量及び時間平均使用量）をご提示くださ
い。

質問回答No.117をご参照ください。

119
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
145

水槽類
特記事項

「機器冷却水槽の容量については、毎時平均冷却水量の10～20分程度とす
ること。」とありますが、ポンプ停止時の循環水戻り水量を受け入れられ
ることを条件に、容量は事業者提案としていただけないでしょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。

120
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
148 ごみピット排水

(1)ごみピット排水貯留槽は必要に応じて設置となっておりますので、ごみ
ピット排水貯留槽を設置しない場合は、(2)ごみピット排水移送ポンプ、
(3)ごみ汚水ろ過器、(4)ろ液貯留槽、(5)ろ液噴霧ポンプ、(6)ろ液噴霧器
の設置も不要との理解でよろしいでしょうか。

ごみピット排水貯留槽の設置は必須とします。
詳細は、入札公告時に公表する入札説明書等をご確認ください。

121
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
150

プラント排水
処理方式

「処理方式は次の方式を基本とし、提案による。」とありますので、プラ
ント系有機系排水の処理方式は実績を基に事業者提案としてよろしいで
しょうか。

ご理解のとおりです。
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122
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
150

プラント排水
処理方式

「敷地内のリサイクル棟から発生するプラント排水も本件施設のプラント
排水を合わせて処理すること」とありますが、排水量をご教示いただけな
いでしょうか。また、廃プラスチック減容処理施設の排水も処理する場合
は、排水量をご教示いただけないでしょうか。

排水量は把握していないため、提示できません。

123
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
151 水槽類

表２－４に示される水槽類は参考であり、提案する処理フローによって、
必要な水槽とその仕様を明記するとの理解でよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

124
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
151 ポンプ・ブロワ類

表２－５に示される水槽類は参考であり、提案する処理フローによって、
必要な水槽とその仕様を明記するとの理解でよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

125
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
153 共通事項

「リサイクル棟、廃プラスチック減容処理施設、計量棟及びホワイトウェ
イブ21 で使用している電力量については、要求水準書添付資料-２４「自
営線接続先の電力使用量実績」を参照のこと。」とありますが、計量棟に
ついての記載が見つかりません。ご教示願います。

計量棟の電力使用量については、メータがないため不明です。参考とし
て、建築動力200Vは容量30Aで消費電力3.7kW、照明100Ｖは容量20Ａで消費
電力1.5kVAです。

126
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
153 共通事項

「空調機を設置しない部屋あるいは屋外に置く分析計又はシーケンサ内蔵
の制御盤の保護レベルはＩＰ５Ｘ以上とし、･･･」とありますが、ＩＰ４Ｘ
に扉全周部にパッキンを設ける構造でも可とさせて頂けないでしょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。

127
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
153

電気設備
共通事項

「空調機を設置しない部屋あるいは屋外に置く分析計又はシーケンサ内蔵
の制御盤の保護レベルはＩＰ５Ｘ以上とし、これ以外の現場操作盤、分電
盤等の電気盤は、ＩＰ４Ｘ以上とすること。」とありますが、機能的に同
等の「IP5X相当」及び「IP4X相当」とさせて頂いても良いでしょうか。

質問回答No.126のとおりとします。
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128
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
153

電気設備
共通事項

グリーン電力制度活用について以下の点をご教示ください。
①事業者の所掌は基準適合検査または検定を受けた取引用電力計の設置及
び運用（維持管理及び検定有効期間が切れる前の交換）を行うという理解
でよろしいでしょうか。
②グリーン電力証書の収益帰属先は貴市との理解でよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

129
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
153

電気設備
共通事項

電気室や中央制御室等、塵埃のない場所に設置する盤についてはIP2X以上
とすることをお認めいただけないでしょうか。

ご提案を認めます。
詳細は、入札公告時に公表する要求水準書をご確認ください。

130
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
154

電気方式
特記事項

「屋外に設置する盤類の主要材質はＳＵＳとすること」とありますが、規
格品であるC-GISや特高変圧器に関しましては対象外との理解で良いでしょ
うか。

ご理解のとおりです。

131
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
156

特高監視操作盤
型式

「鋼板製屋内閉鎖垂直自立形」とありますが、屋外キュービクル型の盤を
屋外設置させて頂いても良いでしょうか。

計画地が狭所であることから、全体施設配置計画、運営などに支障がない
場合に限り、提案を認めます。
詳細は落札者と協議の上で決定します。

132
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
157 高圧受電盤

コンデンサ形計器用変成器(ZPC)について以下の点をご教示ください。
①電力会社等と協議の上、ZPCまたは接地形計器用変圧器(EVT)等の機器選
定を行うという理解でよろしいでしょうか。
②略号をZPCとされていますが、特定の商品を指定する意図は無いとの理解
でよろしいでしょうか。

①ご理解のとおりです。
②正式名称は、ZPD(零相電圧検出装置)であり、ご理解のとおりです。

133
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
157 高圧受電盤

「コンデンサ形計器用変成器（ＺＰＣ）」とありますが、「ＺＰＣ」は、
光商工株式会社の商品名です。メーカー指定でしょうか。一般呼称は「Ｚ
ＰＤ」となります。

質問回答No.132をご参照ください。
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134
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
157 高圧受電盤

「コンデンサ形計器用変成器」とありますが、本施設は、特高受電の為、
高圧系統の零相電圧の検出には、JIS,JECで規定され、特高受電では一般的
に採用されている接地形計器用変圧器(EVT)の採用をお認め願います。

質問回答No.132をご参照ください。

135
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
157 高圧配電盤

「２段積みとする場合、前後面扉は上下に分割し、各々別個に開閉できる
よう計画すること。」とあります。一方で「JEM 1425 CW」と指定されてい
ます。CW構造のメンテナンス性を考慮し、後面扉は、1枚扉とさせていただ
けないでしょうか。

安全性、メンテナンス性が考慮されたものであれば、ご提案を認めます。

136
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
157 高圧進相コンデンサ

「自動力率調整装置を設けること。」とあります。一方、「(1)高圧受電
盤」に力率制御装置を設ける、とあります。これは、高圧進相コンデンサ
の自動力率調整装置を高圧受電盤に設置する、と解釈すればよろしいです
か。

ご理解のとおりです。

137
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
159

電力監視盤
形式

「オペレータコンソール方式も可とする」とありますが、電力監視盤と同
等の機能を有することを条件に、オペレーターズコンソールに機能集約さ
せて頂けないでしょうか。

ご提案を認めます。

138
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
159 高圧変圧器

JEM1482は廃止規格のため、移行先でモールドのJEM1501に読み替えてよろ
しいでしょうか。

ご理解のとおりです。

139
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
160

コントロールセンタ 形
式

動力配電設備として「コントロールセンタ（Ｃ/Ｃ）（ＪＥＭ 1195）」と
ありますが、電気室内の省スペース化、及び将来の更新時に特定メーカに
限定されることなく柔軟な拡張性を確保することを目的に、盤の形式を鋼
板製屋内閉鎖垂直自立盤（JEM1265）とさせて頂けないでしょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。
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140
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
161 現場制御盤

全ての盤の寸法を記載するよう指示されていますが、入札公告用提出資料
でも記載が必要でしょうか。(60面程度あり)

入札公告用提出資料（事業提案書）では不要とします。

141
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
161 現場操作盤

全ての盤の寸法（80面程度あり）を記載するよう指示されていますが、入
札公告用提出資料でも記載が必要と理解してよろしいでしょうか。

入札公告用提出資料（事業提案書）では不要とします。

142
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
162 タービン発電機制御盤

「自動電圧調整装置（ＡＶＲ）（ＡＱＲ付）」とありますが、ＡＱＲはＡ
ＶＲとは別にシーケンサで行う方式の採用も可として頂けないでしょう
か。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。

143
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
163 タービン発電機制御盤

「変流器（87 用×３、・・・」とありますが、「８７」の設置は、電気設
備技術基準解釈第42条より、発電機の容量が10,000kVA未満の場合、非設置
としてよろしいでしょうか。

電気設備の技術基準の解釈第42条に従ったものとすることで、ご提案を認
めます。

144
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
163 タービン発電機制御盤

比率作動継電器(87)は電気設備技術基準に則り必要な場合に設置するとい
う理解でよろしいでしょうか。

質問回答No.143をご参照ください。

145
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
163 タービン発電機制御盤

「変流器（87 用×３、計器・継電器用×２、ＡＶＲ用×２）」と用途ごと
に分けられていますが、兼用とさせていただくことも可として頂けないで
しょうか。

ご提案を認めます。
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146
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
163 タービン発電機制御盤

「計器用変圧器（計器・継電器用×２、ＡＶＲ用×２）」と用途ごとに分
けられていますが、兼用とさせていただくことも可として頂けないでしょ
うか。

ご提案を認めます。

147
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
164 非常用発電設備

「都市ガス使用によるコージェネレーションシステムの活用については、
消防法等の関係法令及び基準に合致することを条件」とありますが、本施
設は特定防火対象物ではないため、消防設備への電力供給としてコージェ
ネレーションシステムとは別に自家発電設備を有する必要はなく、非常用
電源専用受電設備の設置で十分であるという認識でよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

148
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
164 原動機の数量

原動機の数量が1基と記載されていますが、経済性、効率性等を総合的に検
討した結果、2基以上が最適と判断した場合、2基以上でよろしいでしょう
か。

ご提案を認めます。

149
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
164

非常用発電設備
特記事項

「この場合には「第１章 第３節 １ (1) 排ガス」に示した排ガス基準値及
び「第１章 第２節 ７ (3) 煙突出口排ガスの一酸化炭素濃度」を遵守する
こと」とありますが、これら規制は非常用発電設備の排ガスにも適用され
るとの理解で良いでしょうか。

非常時において用いるものですので、大気汚染防止法によるばい煙の排出
基準は適用されません。
なお、ピークカット等非常時以外にも用いる場合には、大気汚染防止法に
よる排ガス規制の対象となるため、ご留意ください。

150
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
165 非常用発電設備

リサイクル棟、廃プラスチック減容処理施設及びホワイトウェイブ21の消
防用設備機器及び非常灯の負荷について、電圧、容量等をご教示願いま
す。

廃プラスチック減容処理施設は、非常用発電機からの電源供給はしていま
せん。また、ホワイトウェイブ21は、単独の非常用発電機を用いて非常用
電源を供給していますので、本件施設での非常用電源は不要です。
リサイクル棟の非常用回路の電源は、単相３線式100/200Ｖで、容量は照明
用分電盤（非常用）30Ａ、非常用電源50Ａ、自火報単相100Ｖで20Ａです。

151
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
165

ホワイトウェイブ21の
非常用電源

「ホワイトウェイブ21の負荷は、消防用設備機器及び非常灯を除き非常用
負荷には見込まないものとする。」とありますが、ホワイトウェイブ21の
消防用設備は本件施設から電源供給する認識でしょうか。ホワイトウェイ
ブ21に非常用電源は設置されていないのでしょうか。

既設のホワイトウェイブ21には、単時の非常用発電機を備えており、消防
用設備は、この非常用発電機から電源供給するので本件施設からの電源供
給は不要です。
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152
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
165 非常用発電設備

「リサイクル棟、廃プラスチック減容処理施設及びホワイトウェイブ21 の
負荷は、消防用設備機器及び非常灯を除き非常用負荷には見込まないもの
とする。」とあります。非常用発電設備の容量計算を行うにあたり、各施
設の消防用設備機器及び非常灯負荷の設備容量をご提示願います。

質問回答NO.150をご参照ください。

153
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
166 非常用発電設備

母線連絡遮断器により無停電切替を行うとありますが、他の機能で同等の
機能を確保することを前提に事業者にて提案してもよろしいでしょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。

154
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
166 非常用発電機制御盤

蒸気タービン発電設備の自動同期投入装置及び同期検定装置を使用して同
期投入を行う旨のことが記されています。タービン発電機制御盤のメンテ
ナンス中に、万が一、停電等により非常用発電機が起動しても、その後、
同期投入ができないめ、非常用発電設備電源の同期投入装置、同期検定装
置は、タービン発電機のものとは別構成とさせていただけないでしょう
か。

ご提案を認めます。

155
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
166 非常用発電機制御盤

「同期投入を母線連絡遮断器によって実施」とあります。6kV系非常用発電
設備による１炉立上げのある施設では、停電発生時の常用電源の切り離し
は各フィーダー遮断器で行うので、母線連絡遮断器は無しとし、電力系統
との同期投入は高圧受電遮断器、蒸気タービン発電機との同期投入は蒸気
タービン発電機遮断器で行う方法も可として頂けないでしょうか。

ご提案を認めます。

156
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
166 直流電源装置

「本装置は、・・（中略）・・交流無停電電源装置の電源として計画する
こと。」とあります。これは、直流電源装置と交流無停電電源装置を一体
型と指定するものでしょうか。

一体型を指定するものではありません。

157
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
166 直流電源装置

「50Ｈｚ」となっていますが、「60Ｈｚ」と読み替えさせていただいても
よろしいでしょうか。

「60Hz」に修正します。
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158
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
166 無停電電源装置

「全停電の際、万一非常用発電機が運転されなくても30 分間は、直流電源
及び交流電源を供給できる容量とすること」とありますが、これまでの実
績を踏まえ、蓄電池容量を「10分間」とさせて頂けないでしょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。

159
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
167 交流無停電電源装置

「50Ｈｚ」となっていますが、「60Ｈｚ」と読み替えさせていただいても
よろしいでしょうか。

質問回答No.157をご参照ください。

160
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
167 交流無停電電源装置

「出力電圧」と記されていますが、「電圧」と読み替えさせて頂いた上
で、１次側が「ＤＣ」と直流が指定されていますが、特記事項(ｲ)に記され
ている、商用電源との無瞬断切替を有効とするために、交流として頂けな
いでしょうか。

ご提案を認めます。

161
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
169 計装監視機能

各種電動機電流値の監視につきましては、監視対象を主要電動機とさせて
頂いてもよろしいでしょうか。

ご提案を認めます。

162
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
170 計装制御計画

「自動力率調整」が記されていますが、進相コンデンサの自動力率調整
は、高圧受電盤の自動力率調整装置、蒸気タービン発電機の自動力率調整
はタービン発電機盤で行うので、ＤＣＳに制御回路はございません。

ご提案を認めます。

163
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
170 計装制御計画

「非常用発電機自動立上」が記されていますが、非常用発電機の自動立上
は、高圧配電盤の不足電圧継電器からの停電信号で直接起動しますので、
ＤＣＳに制御回路はございません。

ご提案を認めます。
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164
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
170 データ処理機能

各電動機の稼働状況のデータにつきましては、監視対象を主要電動機とさ
せて頂いてもよろしいでしょうか。

ご提案を認めます。

165
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
171 大気質測定機器

「本装置は、煙道排ガス中のばい煙濃度測定を行うためのものとする」と
ありますが、風向風速計と大気温湿度計に関しましては煙道排ガス用測定
機器ではなく、大気状況の測定機器であるとの理解で良いでしょうか。

ご理解のとおりです。

166
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
172 ITV装置

ごみ計量室近傍及び外構カメラについて「ワイパ」の記載がありますが、
設置環境やカメラ向きを配慮した上、雨水等の水滴が付着しにくく、ワイ
パが不要となる親水コーティング型カメラ等での提案をお認めいただけな
いでしょうか。

ご提案を認めます。
詳細は落札者と協議の上で決定します。

167
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
173

表２-8モニターの設置
条件

監視対象Jが指している場所をご教示ください。 監視対象Jは誤記となります。不要とお考えください。

168
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
174

計装用空気圧縮機　特
記事項

「他の空気圧縮機との兼用は不可とする」とありますが、全量オイルフ
リーとし、除湿を十分行い、空気の質を満足することを条件に兼用しても
よろしいでしょうか。
その場合、空気タンクも兼用としてもよろしいでしょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。

169
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
174

中央監視盤
特記事項

「プロセスの稼働状況・警報等重要度の高いものについては中央監視盤に
表示すること」とありますが、同等の機能を有することを条件に、オペ
レーターズコンソールに機能集約させて頂けないでしょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。
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170
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
174

ごみクレーン
制御装置
特記事項

ピット火災報知器温度情報は、放水銃制御盤に表示させる仕様で提案させ
て頂いてもよろしいでしょうか。

要求水準書(案)に記載のとおりとします。

171
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
178

公害監視用データ表示
盤
形式

「自立型又は壁掛型」とありますが、将来仕様変更が発生した場合に柔軟
性と拡張性が確保出来る、モニタ形式で提案させて頂いてもよろしいで
しょうか。

耐久性、耐光性等に優れ、かつ視認性に配慮することを条件にご提案を認
めます。

172
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
178

公害監視用データ表示
盤

大気質環境測定器の測定対象についてご教示ください。
(3)ウ表示項目に記載の「ばいじん、塩化水素、硫黄酸化物、窒素酸化物、
ダイオキシン類、一酸化炭素、発電量、その他必要項目」であり、その他
必要項目は事業者提案によります。

173
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
179 炉内清掃用集じん装置

炉内清掃時は誘引送風機を稼働させ、バグフィルタで集じんを行うため、
本設備の設置有無は事業者提案としていただけないでしょうか。

ご提案を認めます。

174
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
179 炉内清掃用集じん装置

炉内清掃時は焼却炉のマンホールを開放し炉室から吸気するため、臭気は
ほとんどありません。敷地境界の臭気条件を遵守することを前提に脱臭装
置を設置せず、集じん後は直接大気開放することをお認めいただけないで
しょうか。

ご提案を認めます。
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175
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
183 土木建築工事仕様

2023年8月25日付で貴市HPにて「西尾市クリーンセンター敷地内における土
壌汚染」について公表されており、今後の対応として貴市にて汚染土壌の
掘削除去等を実施する予定、とございます。
汚染土壌の掘削除去については本工事とは別で事前に実施されるもの、と
理解してよろしいでしょうか。
また汚染土壌による本工事への影響はないものと理解してよろしいでしょ
うか。

ご理解のとおりです。

176
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
183 開発許可

「造成や防水扉設置等の対応を実施すること」とありますが、盛土や切土
をする場合、都市計画法第29条第1項第三号の適用により開発許可は不要と
考えてよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。
ただし、開発許可申請手続きは不要ですが、技術基準は遵守する必要があ
ります。

177
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
184 避難場所

「一時的な避難ができるスペースを確保し、指定緊急避難場所及び指定避
難場所として利用できる施設とすること」とありますが、避難者の想定人
数をご教示ください。

想定避難者数は、公表しておりません。なお、避難場所は、研修室を想定
しております。

178
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
186

施設配置における整備
方針

「既存の計量棟を流用することを基本とする」とありますが、既存計量棟
の図面及び構造計算書をご提示いただけませんでしょうか。

入札公告時に既存計量棟の竣工図を要求水準書添付資料として追加いたし
ます。入札公告時に公表する入札説明書等をご確認ください。なお、既存
計量棟の構造計算書はありません。

179
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
190 油圧装置室

油圧装置は騒音に配慮することを前提に、専用室に設置しなくてもよろし
いでしょうか。

ご理解のとおりです。

180
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
192 排水処理室及び水槽

排水処理室について、室と記載されておりますが、運用面を考慮し、壁や
区画の有無については事業者提案としていただけないでしょうか。

ご提案を認めます。
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181
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
200 表3-3 見学対象設備等

「７副生成物の貯留・搬出設備」等見学ルートに組み込むことが難しい設
備については、ITVもしくはその他展示方法による見学方法の採用もお認め
いただけないでしょうか。

ご提案を認めます。
詳細は、落札者決定後に協議とします。

182
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
207 土木工事

「残土を極力発生させない工事計画」とのご指定ですが、外構工事や基礎
工事において残土が発生してしまう可能性があります。この残土は、同項
にて場外処分とされていますが、土壌調査の結果より汚染土壌には合致し
ない一般土として取り扱うことと理解してよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

183
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
208 敷地内排水工事

「事業実施区域のみでなく、敷地全体の雨水を排水を考慮した計画とす
る」とありますが、工事期間中も同様に敷地全体の雨水排水を考慮するも
のと考えてよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

184
要求水準書（案）
第Ⅰ編　設計・建

設業務編
211 空調の熱源

「熱源は冷暖房ともに電気式」とありますが、余熱や都市ガスを熱源とし
た空調機は不可でしょうか。

電気式よりもライフサイクルコストが有利であれば、その限りではありま
せん。

185
要求水準書 添付

資料
6 土壌汚染調査実施範囲

現時点で汚染土はないものとして考えてよろしいでしょうか。また、汚染
土が見つかった場合は別途協議いただけますでしょうか。

汚染土はないものとしてお考えください。

186
要求水準書　添付

資料
9

リサイクル施設　給排
水設備

添付資料９ ３枚目の赤枠囲みをしていただいている箇所について、文字が
不鮮明な箇所があります。誤認防止のため、当該箇所の解像度が高い資料
をご共有いただきますようお願いいたします。

ご意見として参考にいたします。
入札公告時に公表する入札説明書等をご確認ください。
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187
添付資料-14・添

付資料-15
水質データ

上水および工業用水の水質データをご提示いただいておりますが、プラン
ト設計に必要な下記データについてご教示願います。
過マンガン酸カリウム消費量、カリウムイオン、カルシウム硬度、マグネ
シウム硬度、アンモニウムイオン、残留塩素、硝酸イオン、亜硝酸イオ
ン、硫酸イオン、炭酸イオン、炭酸水素イオン、遊離炭酸、イオン状シリ
カ、コロイド状シリカ、酸消費量pH4.8、ノルマルヘキサン、COD

ご意見として参考にいたします。
入札公告時に公表する入札説明書等をご確認ください。

188

要求水準書　添付
-20 日毎時間別・
収集区分別搬入台
数集計【令和5年

度】

搬入車両台数
要求水準書添付資料-20に日別および時間別の収集区分別搬入台数をご提示
いただいていますが、日別および時間別の収集区分別搬入量をご提示いた
だけないでしょうか。

ご意見として参考にいたします。
入札公告時に公表する入札説明書等をご確認ください。

189
要求水準書（案）
第Ⅱ編　運営業務

編
12 搬入管理

運営事業者が倉庫に運搬した紙類資源物は、西尾市様にて積込み、搬出さ
れると考えてよろしいでしょうか。また、重機の貸出等は不要と考えてよ
ろしいでしょうか。

前段、後段いずれのご質問についてもご理解のとおりです。

190
要求水準書（案）
第Ⅱ編　運営業務

編
12 紙類資源物

プラットホームで受取保管した紙類資源物について、倉庫への運搬の際に
計量は必要でしょうか。

場内で倉庫等へ一時保管するものについては、計量不要です。場外へ搬出
する際に計量します。

191
要求水準書（案）
第Ⅱ編　運営業務

編
12 搬入管理

「鳥インフルエンザ等の疫病発生時にこれらに感染した又は感染した疑い
のある小動物を受け入れて適切に処理すること」とありますが、家畜伝染
病予防法に沿って、まん延防止のための措置として小動物を焼却する場
合、対応の主体は発注者と考えてよろしいでしょうか。この場合、当社の
実績では小動物の受入・搬入、焼却炉への移動・投入は発注者の所掌とな
り、焼却炉に投入後の処理を運営事業者が実施しています。いずれにして
も、その際は発注者と運営事業者間の役割分担の明確化が重要と考えま
す。

ご理解のとおり、鳥インフルエンザ等の疫病発生時にこれらに感染した又
は感染した疑いのある小動物の受入・搬入、焼却炉への移動・投入は運営
事業者の所掌ではありません。

192
要求水準書（案）
第Ⅱ編　運営業務

編
13 運転計画の作成

「運営事業者は、毎年の全停止期間を9月に設定すること。」とあります
が、運営事業者の裁量で変更できないでしょうか。ご指定の理由があれば
ご教示願います。

要求水準書（案）に記載のとおりとします。なお、ホワイトウェイブ21の
換水時期が決まっている事等により９月を指定しています。
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193
要求水準書（案）
第Ⅱ編　運営業務

編
14 搬入禁止物の処分

「搬入禁止物について、搬入者への適切な指示等を実施していなかった場
合は、自らの責任で搬入禁止物の処分を実施すること。」とありますが、
搬入者とのトラブル等で搬入禁止物が残った場合、一般廃棄物の処分とな
りますので、処分先の紹介等お願いできますでしょうか。

搬入者とのトラブル等で搬入禁止物が残った場合の対応は、運営事業者と
本市の協議により決定するものとします。なお、処分先の紹介等は可能で
す。

194
要求水準書（案）
第Ⅱ編　運営業務

編
26 見学者対応

一般見学者の来場は、予約制又は予約を必要としない自由見学のどちらで
しょうか。

一般来場者の見学は、予約を必要としない自由見学を想定しています。

195
要求水準書（案）
第Ⅱ編　運営業務

編
33

運営業務期間終了時の
引渡し条件

本施設を35年程度使用するよう建設及び運営、さらに運営終了前に主要部
品の前倒し修繕工事を計画しますが、運営終了時に引継いだ事業者の日々
の運転管理等が適切なのか、当方（前任の事業者）では確認できないた
め、事業期間終了後から10年間の炉停止期間を担保することは困難です。
本項目を削除し、各社で担保可能な範囲を提案事項として頂けないでしょ
うか。

要求水準書（案）に記載のとおりとします。
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